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A 大学医学部では再入学者が3割から4割弱と多く、
医学を志す問題意識、動機付け、一般教養の高さ
などに他大学の学生に比して大きな相違があった
と考えられる。また、稼働しながらの受験などハ
ンディを背負った中で入学するには、偏差値には
現れない潜在能力の高さが要求される。そのよう
な同輩と共に勉学することで、若い医学徒が受け
る影響も看過できない。事実一例を挙げると、難
解な物理分野などでは、年長の物理専攻者が自主
的に勉強会を開催し、同輩の試験合格に向けて快
く無償の援助をしていた。前述の潜在能力、動機
付け、意識の高さに、そのような地道な助け合い
も相俟って、それなりの成果をもたらしたと考え
た方が事実に即していると思われる。もちろん、
解剖実習、BSL（bed side learning）の衝撃と不安、
あるいは資格取得後全責任を負って新米主治医と
して始動する時の孤独と自負は良い教師としてタ
ケノコ医師を導く。しかし、これは医学部共通の
事態であり、A 大学に限ったことではない。 
本学でも、学生集団の属性を考えた場合、全般
に入試偏差値は余り高くはないが、その背景を慎
重に考えると、真面目に出席しているが成績不良
の者、怠学により成績が振るわない者、部活や他
の学校生活にエネルギーを過大に注いだ者、家族
問題、身体的・精神的問題を抱えて集中できず成
績が振るわなかった者など様々な学生が存在する。
彼らの能力にも個人差があり、それらに画一的に
取り組むことは、乱暴に過ぎると思われる。個々
に相応しい取り組みが求められる。そのためには、
対象の適切な評価が、まず実施されなければなら
ない。 
対象と成果の評価に関するもうひとつの問題点
は、学生による授業評価など適切なフィードバッ
ク制度を実施していない場合に、教員サイドの独
り善がりな評価に陥る危険があるということであ
る。医師であれ大学教員であれ、オールラウンド
に優れた人間という訳ではない。人生の比較的早
期に幾らか学業成績が良かったというだけのこと
であり、職業的技術や倫理、人格の優秀性につい
ては何も保証されてはいない。だからこそ対象の
声に謙虚に耳を傾けなければならないのではない
だろうか。 
 
以上をまとめると、大学教育において大切なこ
とは、人格の陶冶に資する教科目を提供し、視野
の広い柔軟な人材の育成に努め、対象の特性を的
確に評価し､教育成果に対しては、正当な査定・評
価を工夫することであろう。そのためには、私心
に囚われない適材適所の人員配置をし、教員も学
生ものびのびとその能力を発揮できる自由で民主
的な自律的規制のある大学を目指すことであろう。
また、学科教育に留まらず、学生ひとりひとりの
長所を最大限に引き出す努力を惜しまないことで
あろう。勉学、スポーツ、サークル活動の別を問
わず、学生たちが活き活きと大学生活を楽しみ、
浦和大学生であることに誇りをもてるような大学
作りに向けて、大学当局、教職員諸氏には奮闘を
期待したい。 
ある程度のエネルギー支出、経済的覚悟をもっ
て望むのであれば、意図的・操作的な教育介入と
その成果について、体系的な研究計画を立案する
ことも考慮に値しよう。 
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